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第５章 アフリカ 

―食料消費の現状と課題― 
  

伊藤 紀子  
 

１．はじめに 
 

アフリカ(1)の食料消費の仕方は地域により多様であり，時代によって変化してきた。2000
年代以降のアフリカでは，農村部などで飢餓（低栄養）の問題が解消されないままに，都市

部などで食料消費や生活習慣の変化により過栄養や肥満が深刻化するという，低栄養と過

栄養の「二重の負荷」（あるいは微量栄養素の不足を含む「三重の負荷」）が問題となってき

た (Popkin, 2002; FCRN, 2018; Keding, 2016; Haggblade et al., 2016) (2)。2015 年に採択

された持続可能な開発目標（SDGs）では，飢餓をなくし栄養状態を改善することが国際的

な目標となっている（蟹江，2020）ものの，2010 年代後半以降，国際情勢が不安定化する

中でアフリカの経済も低迷しており，飢餓人口は増加している(3)。またアフリカ諸国は，フ

ードセキュリティに関する問題にも直面している(4)。食の欧米化やライフスタイルの変化に

伴い，伝統的に消費されてきた穀物（トウジンビエ，ソルガムなど）やトウモロコシなどを

使った主食に代わって，調理に時間・手間がかからない非伝統的穀物（小麦，コメ）の消費

が増加してきた（Kennedy and Reardon, 1994；安渓ら，2016）(5)。アフリカにおける非伝

統的穀物の生産量の増加のスピードは，消費量の増加のスピードに満たず，多くの穀物が輸

入され，食料自給率の低下を招いている（丸山，2022；氏家，2019）。 
ただし食料消費の特徴や課題には，アフリカの中でも地域差がある。例えば，都市化や経

済発展が進展している地域ほど，食の欧米化や脂質の摂取の増加などに伴う過栄養や肥満

の増加が引き起こされる傾向がある（清水・高橋，2022）。また食文化も地域によって異な

る。例えば近年のコメ・小麦の輸入量の急増は，主食におけるコメ・小麦の重要性が高い地

域の食料自給率を低下させ，食料供給システムが国際的な穀物価格などの影響を受けやす

い状況につながる。一方で，トウモロコシやキャッサバなどのイモ類といった，アフリカ域

内で生産・消費される食料を主食としている地域も多い（鶴田，2016；武内，1993）。そう

した地域では，穀物輸入の増加やそれによる食料自給率の低下などがそれほど深刻な問題

となっていないと考えられる。 
これらを踏まえて本稿では，アフリカにおける地域別の食料消費の特徴や栄養状況，フー

ドセキュリティなどに関する現状と課題を明らかにする。また，我が国との関わりの深いケ

ニアを例に，食料消費や栄養に関する問題の解決に向けた，農業分野での取組を紹介する。

本稿の流れは以下のようになる。続く第 2 節から第 3 節では，アフリカの各地域における

食料消費に関する現状・課題を明らかにする。第 4 節ではケニアの例を中心として，食料消

費に関する課題の解決に向けた農業分野における取組を紹介する。第 5 節で本稿をまとめ，

アフリカの食料問題の現状と課題を整理する。 
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２．アフリカの食料消費と栄養状況 
 

（１）アフリカの地域別の食料消費の特徴 

以下では，アフリカを東部アフリカ・中部アフリカ・南部アフリカ・西部アフリカの 4 つ

の地域に分け，地域別の食料消費や栄養状況を明らかにする(6)。まず食料消費の状況と関連

が深い，各地域の経済的水準や都市化の状況を確認する(7)。第１図は，アフリカの地域ごと

の 1 人当たり GDP の推移を示す。2020 年の南部アフリカにおける 1 人当たり GDP が最

も高く，他の 3 地域を大幅に上回っている。次に西部アフリカ，中部アフリカ，東部アフリ

カが続く。1990 年からの今日までの変化については，2010 年頃まで，南部アフリカを中心

としてアフリカ全体で 1 人当たり GDP が伸びてきたが，2010 年代以降はあまり伸びてい

ない。また第２図は，人口に占める都市人口の割合（都市化率）である。2020 年の都市化

率は南部アフリカで最も高く，中部アフリカ，西部アフリカ，東部アフリカが続く。全ての

地域において，1990 年から 2020 年にかけて都市化率は一貫して増加してきた。このよう

に，4 つの地域の中で南部アフリカでは特に経済発展や都市化が進展しているため，その他

の 3 地域に比べて，食料消費の多様化や食の欧米化も進んでいると考えられる。 
第３図は，1 人 1 日当たり食料供給熱量の推移を表している。2020 年の 1 人 1 日当たり

食料供給熱量は，南部アフリカ，西部アフリカ，中部アフリカ，東部アフリカの順に大きい。

食料供給熱量は南部アフリカで 2,805kcal，西部アフリカで 2,700kcal であることから，こ

れらの地域では平均的な人間の活動に必要とされる 1 人当たり 2,700kcal～2,800kcal 程度

の供給熱量が満たされていると考えられる。 

 
第１図 アフリカにおける 1人当たり GDPの推移 
資料：FAOSTAT より筆者作成。 
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第２図 アフリカにおける都市化率の推移 

資料：FAOSTAT より筆者作成。 

 

 
第３図 アフリカにおける 1人 1日当たり食料供給熱量の推移 

資料：FAOSTAT より筆者作成。 
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しかし，中部アフリカの食料供給熱量（2,258kcal），東部アフリカのそれ（2,255kcal）
は，平均的な活動に必要とされる量を下回る水準である。2010 年から 2020 年までの変化

を見ると，4 つの地域の順位は変わらなかった。ただし南部アフリカと中部アフリカの値は

減少し，西部アフリカと東部アフリカではやや増加した。 
第４図は，1 人当たりタンパク質供給量を表している。2020 年の南部アフリカのタンパ

ク質供給量（77g）は 4 つの地域の中で最も多く，西部アフリカ（64g），東部アフリカ（60g）
が続く。他方で中部アフリカの値（45g）は最も低い。また，2010 年から 2020 年まで 4 つ

の地域の順位は変わらず，全体的に減少傾向にある。南部アフリカでは，2010 年の 79g か

ら 2020 年の 77g へ，東部アフリカでは 2010 年の 61g から 2020 年の 60g へ，中部アフリ

カの値は 2010 年の 47g から 2020 年の 45g へやや減少した。西部アフリカの値は 2010 年

と 2020 年のいずれも 64g であった。 
 

 
第４図 アフリカにおける 1人 1日当たりタンパク質供給量の推移 

資料：FAOSTAT より筆者作成。 

 
次に，供給熱量やタンパク質の構成に注目する。一般的に，経済発展に伴って食料消費の

特徴が欧米諸国の食事形態に近づくにつれて，食料消費が多様化し，動物性食料の摂取や，

タンパク質・脂質の摂取が増加する。動物性食料には様々な種類の肉，魚介類，卵，乳など

多様な種類の食料が含まれるため，動物性食料の供給の増加は食のバリエーションを豊か

にすると考えられる（坪田，2017；清水・高橋，2022）。アフリカの中ではどのような地域

で，動物性食料の摂取，タンパク質や脂質の摂取が増加しているのであろうか。第１表では，

各地域における供給熱量，タンパク質量，PFC 供給熱量比率などを示している（タンパク

質＝P：protein，脂質 F：fat, 炭水化物 C：carbohydrate と表記，清水・高橋，2022：26）。
第１表から熱量・タンパク質供給に占める動物性食料の比率を見ると，南部アフリカでは

16%・45%であり，世界水準に近い値もしくはそれを上回る値となっている。このことから，
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南部アフリカでは多くの動物性食料が供給され摂取されていると考えられる。他方で他の 3
地域（東部アフリカ，中部アフリカ，西部アフリカ）における熱量に占める動物性食料の比

率は順に 7%，5%，4%であり，南部アフリカの値や世界平均を大きく下回る。次にタンパ

ク質に占める動物性食料の比率についても，南部アフリカの値（45%）が 4 つの地域の中で

最も高く，世界水準も上回る。他方で東部アフリカ，中部アフリカ，西部アフリカにおける

値は，順に 18%，22%，16%と低い。 
 

第１表 1人当たり供給熱量および PFC供給熱量比率の比較 

 
資料：FAOSTAT より筆者作成。 
注．PFC バランスについて，糖質（炭水化物）（C）の比率は，各国の成分表に基づいて計算する必要があるが，こ

こでは，簡易的に，熱量からタンパク質（g）× 4kcal/g＋脂質（g）× 9kcal/g を差し引いたものを糖質（炭水化

物）の成分値として比率を求めた（清水・高橋，2022：表 1-1 を参照）。 

 

 

第５図 アフリカにおける PFCバランス（2020年） 
資料：第１表より筆者作成。 
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第５図は，第１表を元に PFC 供給熱量比率をグラフで表している。アフリカの中で，南

部アフリカは最も炭水化物比率（60%）が低く，タンパク質割合（11%）と脂質割合（29%）

が高く，最もバランスがとれている。中部アフリカでは南部アフリカと反対に，炭水化物比

率が最も高く（76%），タンパク質比率（8%）と脂質比率（16%）が最も低い。東部アフリ

カと西部アフリカにおける炭水化物の比率は，南部アフリカの水準よりも高く，中部アフリ

カの水準よりも高い。また，東部アフリカと西部アフリカにおけるタンパク質・脂質の比率

は，南部アフリカの水準より低く，中部アフリカの水準よりも高い。ただし，西部アフリカ

の脂質比率（19%）は東部アフリカのそれ（17%）より高く，東部アフリカのタンパク質比

率（11%）は西部アフリカのそれ（10%）よりも高い。南部アフリカを除く 3 地域では，栄

養源が炭水化物に偏り，栄養のバランスがとれていない。このことは，南部アフリカを除く

地域における栄養不足に関する疾病の背景となっているとも考えられる。 
 

（２）栄養状況の動向 

先述のように，アフリカにおいては食料消費の変化に伴い，低栄養や過栄養など栄養に関

する問題が多様化している。以下では，どのような地域でどのような栄養に関する問題があ

るのかを検討する。 
第６図は，アフリカの栄養不良比率の推移を示している。2020 年において，中部アフリ

カ，東部アフリカ，西部アフリカ，南部アフリカの順に，比率が高い。中部アフリカと東部

アフリカにおける栄養不良比率が他の 2 地域よりもかなり高く，その値は 2010 年代前半ま

で減少してきたものの，後半以降は再び増加している。他方で西部アフリカと南部アフリカ

の栄養不良比率は比較的低いが，2010 年代後半から緩やかに増加している。 
 

 
第６図 アフリカにおける栄養不良比率の推移 

資料：FAOSTAT より筆者作成。 
注．栄養不良比率（prevalence of undernourishment）は，活動的で健康的な生活のためのエネルギー必要量を賄う

のに十分でない量のカロリーを消費している人の比率を指す。 
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さらに第７図と第８図は，各地域の栄養状況を表す指標として，5 歳未満児の発育阻害や

過体重の割合，成人の肥満や女性の貧血の割合を示している。南部アフリカにおいては，5
歳未満児の発育阻害の割合や女性の貧血の割合が 4 つの地域の中で最も低く，5 歳未満児の

過体重や成人の肥満の割合は最も高い。これらから，南部アフリカでは全般的に，栄養不足

よりも栄養過多との関連が深い疾病が大きな問題となっていることが示唆される。それに

比べると，その他の 3 地域では栄養過多よりも栄養不足との関連の深い疾病が大きな問題

である。つまり，5 歳未満児の発育阻害の割合が高く，5 歳未満児の過体重や成人の肥満の

割合はそれほど高くない。5 歳未満児の発育阻害の割合はこれらの 3 地域で 30%を上回り，

特に中部アフリカにおける値（33%）が最も高い。他方で，女性の貧血の割合は，西部アフ

リカや中部アフリカで特に高い。 
 

 

第７図 アフリカにおける 5歳未満児の発育阻害の割合（左図）・過体重の割合（右図） 
資料：FAOSTAT より筆者作成。 

 

 

第８図 アフリカにおける成人の肥満の割合（左図）・成人女性の貧血の割合（右図） 

資料：FAOSTAT より筆者作成。 
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３．アフリカの食料需給 
 

（１）食料作物の供給量と生産量の変化 

本節では，第 2 節で明らかにした各地域の食料消費や栄養状況を踏まえ，各地域でどの

ような食料が生産され，どのように利用されているのか，どの程度地域内で自給ができてい

るのかなどの状況を検討する。 
アフリカでは，地域によって主食が異なっている。そこで第２表では，各地域で具体的に

どのような食料作物が主食とされているのかを明らかにするため，主な食料作物の 1 人当

たり年間供給量を示している。また最近の主食の変化を捉えるために，2010 年と 2020 年

の値を比較する。 
 

第２表 アフリカにおける食料作物の 1人当たり年間供給量 
単位：kg 

                               

資料：FAOSTAT より筆者作成。 
注．穀物とイモ類のうち供給量の多い作物の上位 5 位を示した（藤本・石川，2016 などを参照）。 

 
東部アフリカでは，2020 年の供給量においてキャッサバ（61.2kg）とトウモロコシ

（60.5kg）が多い。2010 年から 2020 年の変化を見ると，小麦やサツマイモの供給量が低

下し，キャッサバ，トウモロコシ，コメの供給量が増加した。順位についてはキャッサバや

コメの順位が上がり，トウモロコシ，小麦，ジャガイモの順位は低下した。2020 年の中部

アフリカでは，キャッサバの供給量（280.9kg）が最も多く，他の食料作物供給量を上回る。
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2010 年からの変化を見ると，キャッサバ，小麦などの供給量が低下した一方，トウモロコ

シ，コメの供給量が増加した。順位は，5 位がソルガムからサツマイモに代わったが，上位

1 位～4 位に変化はなかった。2020 年の南部アフリカの供給量においては，トウモロコシ

（82.3kg）や小麦（55.5kg），ジャガイモ（31.9kg）が多い。2010 年からの変化を見ると，

小麦の供給量が増加した一方，トウモロコシ，コメの供給量が低下した。順位は，5 位がオ

ーツ麦からソルガムに代わったが，上位 1 位～4 位に変化はなかった。2020 年の西部アフ

リカの供給量の中ではキャッサバ（111.4kg），ヤムイモ（93.8kg），コメ（60.7kg）などが

多い。2010 年からの変化を見ると，キャッサバ，ヤムイモ，コメ，トウモロコシの供給量

が増加した一方，ソルガムの食料供給量は全て低下した。順位は 2010 年と 2020 年の間で

変化がなかった。 
このように 2010 年と 2020 年の間で，各地域で 1 人当たり供給量の多い上位の食料作物

に大きな変化がなく，主食が大きく変化したわけではなかったと考えられる。コメや小麦の

供給量の増減の動向は，地域によって異なる。また，キャッサバの供給量や各地域における

主食としての重要性（順位）は高い(8)（2020 年において東部・中部・西部アフリカで第 1
位）。他方でソルガムやトウジンビエの供給量は減少傾向にある。以上から，近年は主食に

おける非伝統的穀物（コメ・小麦）へのシフトの傾向は顕著でないこと，キャッサバの重要

性が高いこと，伝統的穀物の重要性は低下傾向にあることが示唆された。 
食料消費の変化や農業政策などに伴って，アフリカで生産される食料作物の種類も，変化

を遂げてきた(9)。第 3 表では，1990 年と 2020 年における，アフリカの各地域で生産量の

多い食料作物の上位 5 位を示している。 

東部アフリカでは，2020 年においてトウモロコシの生産量（362 万 t）が最も多く，キャ

ッサバ（339 万 t），サツマイモ（189 万 t）などが続く。1990 年と比べて 2020 年には，ト

ウモロコシの順位が上がり，キャッサバ，ジャガイモの順位が下がった。このように，東部

アフリカではトウモロコシとキャッサバが生産と消費の中心である。中部アフリカでは，

2020 年においてキャッサバの生産量（603 万 t）が最も多く，その他の作物の生産量（トウ

モロコシ 78 万 t，サツマイモ 30 万 t など）よりも圧倒的に高い。2020 年と 1990 年を比較

すると，サツマイモとモロコシが順位を上げ，ヤムイモやタロイモが順位を下げた。中部ア

フリカではキャッサバの供給量や生産量が極めて大きく，その他の食料作物よりも圧倒的

に重要であるとみられる。南部アフリカでは，2020 年のトウモロコシの生産量（160 万 t）
がその他の作物の生産量（ジャガイモ 28 万 t，小麦 21t など）を大きく上回る。1990 年に

比べ，ジャガイモと大麦が順位を上げ，小麦は順位を下げた。西部アフリカでは，2020 年

のイモ類の生産量（キャッサバ 997 万 t，ヤムイモ 708 万 t）が大きく，トウモロコシ（262
万 t），コメ（205 万 t）が続く。1990 年に比べるとトウモロコシやコメの生産量が順位を

上げ，トウジンビエの生産量が順位を下げた。 
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第３表 アフリカにおける食料作物の生産量 
単位 1,000t 

  

資料：FAOSTAT より筆者作成。 
注．生産量に関しては長期間のデータを取得できるため，1990 年と 2020 年の値を示した。第２表と同様に，穀

物とイモ類のうち生産量の多い作物の上位 5 位を示した。 

 
（２）食料作物の需給の現状 

第４表では，アフリカの主な食料作物の生産や利用の状況を表している。東部アフリカと

南部アフリカにおけるトウモロコシの生産量が，供給量を上回ることから，地域内で自給が

可能になっていると考えられる。また南部アフリカではトウモロコシの飼料としての利用

が多い。アフリカでは依然としてトウモロコシの大部分が食料として消費されているが，畜

産物の需要の増加に伴い，南部アフリカでは動物性食料の摂取が進んでいるため（第１表），

飼料用トウモロコシの需要も大きいと推測される。コメ・小麦に関しては，どの地域でも生

産量が供給量を下回る。地域内の供給量を満たすために，輸入量が多くなっている。西部ア

フリカのコメ・小麦輸入量は，4つの地域の中で最も多い。また，東部アフリカのコメ・小

麦輸入量は，2番目に多い。キャッサバは，東部・中部・西部アフリカで大量に生産・消費

されており，輸入量は小さい。 
以上のように，アフリカにおける小麦やコメなどの生産量は，消費量に満たないため，輸

入が増加しているという共通の問題はあるが，穀物輸入への依存の問題は西部アフリカで

特に深刻であると考えられる。他方で東部アフリカや南部アフリカでは，地域内で，主食で

あるトウモロコシの生産量が供給量を超えており，中部アフリカではキャッサバなどのイ

1 キャッサバ 2,048 1 トウモロコシ 3,621
2 トウモロコシ 1,301 2 キャッサバ 3,387
3 サツマイモ 458 3 サツマイモ 1,890
4 コメ 348 4 コメ 865
5 ジャガイモ 289 5 モロコシ 809

1 キャッサバ 2,376 1 キャッサバ 6,032
2 トウモロコシ 167 2 トウモロコシ 782
3 ヤムイモ 95 3 サツマイモ 304
4 タロイモ 92 4 モロコシ 226
5 サツマイモ 83 5 タロイモ 214

1 トウモロコシ 950 1 トウモロコシ 1,608
2 小麦 175 2 ジャガイモ 282
3 ジャガイモ 131 3 小麦 214
4 モロコシ 42 4 大麦 59
5 その他根茎類 31 5 その他根茎類 54

1 キャッサバ 2,608 1 キャッサバ 9,969
2 ヤムイモ 1,926 2 ヤムイモ 7,082
3 トウジンビエ 897 3 トウモロコシ 2,621
4 トウモロコシ 825 4 コメ 2,052
5 モロコシ 639 5 モロコシ 1,384

1990年 2020年

南部アフリカ

1990年 2020年

西部アフリカ

1990年 2020年

1990年 2020年

中部アフリカ

東部アフリカ
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モ類の生産量が供給量を上回っている。トウモロコシやイモ類は主にアフリカの地域内で

生産・消費されており，食料確保に貢献していると考えられる。 
 

第４表 アフリカにおける食料作物の需給（2020年） 
単位 1,000t 

 

資料： FAOSTAT より筆者作成。 
 

（３）地域別の食料消費や生産の特徴 

ここで，第 2 節と第 3 節で明らかにしたアフリカの食料消費や栄養状況の検討を踏まえ，

4 つの地域別にその特徴をまとめる。 

まず東部アフリカは，4 つの地域の中で最も 1 人当たり GDP，都市化率，1 人 1 日当た

り食料供給熱量が低い（第１図～第３図）。1 人日当たりタンパク質供給量，タンパク質供

給量に占める動物性食料の比率も比較的低い（第４図，第１表）。PFC バランスにおいては

炭水化物の割合が高く，脂質やタンパク質の割合は比較的低い（第５図）。主食としてはキ

ャッサバやトウモロコシが多く生産・消費されている（第２表，第３表）。栄養状況につい

ては栄養不良比率が高く，2010 年代以降再び増加している。過体重や肥満はそれほど多く

ないが，5 歳未満児の発育阻害の割合が高い（第６図～第８図）。トウモロコシやキャッサ

バの供給量については，その多くが域内生産によって賄われているが，コメや小麦について

は輸入への依存度が高いと考えられる（第２表～第４表）。以上から，東部アフリカの食料

消費の特徴として，食料供給熱量など食料の必要量の確保が不十分であり，栄養不足と関連

する疾病の背景となっていること，トウモロコシやキャッサバは自給できているものの，非
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伝統的穀物（コメ，小麦）の輸入量が比較的多いことが，指摘できる。 

次に中部アフリカは，東部アフリカと同様に 1 人当たり GDP や食料供給熱量が低い（第

１図，第３図）。1 人当たりタンパク質供給量が極めて低く，供給熱量に占める動物性食料

比率も低い（第４図，第１表）。PFC バランスにおいて糖質（炭水化物）の割合が最も高く，

タンパク質や脂質の割合が最も低い（第５図）。栄養不良比率は東部アフリカと同様に高水

準であり，発育阻害や貧血も深刻である（第６図～第８図）。キャッサバの生産量や供給量

は極めて多い。供給量は域内の生産量を下回り，コメやトウモロコシの輸入量もそれほど他

地域よりも多くない（第２表～第４表）。中部アフリカは，経済発展に伴う食の欧米化，多

様化などの変化が最も遅い地域であり，栄養不足と関連する疾病が深刻であると考えられ

る。すなわち，食料供給量の必要量の確保や，動物性食料摂取によるタンパク質の摂取が課

題である。他方で，イモ類を主な主食としており，その輸入量も多くないことから，食料自

給が困難になっているという状況ではないとみられる。 
南部アフリカは，4 つの地域の中で最も経済発展，都市化が進展しており，1 人当たり食

料供給熱量，タンパク質供給量，熱量やタンパク質量に占める動物性食料比率が最も高い

（第１図～第４図，第１表）。PFC バランスにおいては最も糖質（炭水化物）の割合が低く，

タンパク質や脂質の割合が高い（第５図）。栄養不良比率や発育阻害，貧血の比率は低いが，

過体重や肥満の割合はアフリカの 4 つの地域の中で最も高い（第６図～第８図）。主食に関

してはトウモロコシが生産・消費の中心であるが，コメや小麦の輸入量も多い（第２表～第

４表）。南部アフリカは食の欧米化や多様化が最も進展していると考えられ，栄養過多に関

連する疾病が深刻であることが主な課題であると考えられる。 
最後に西部アフリカについては，1 人当たり GDP や都市化率がそれほど高くないが，1

人当たり食料供給熱量は南部アフリカに次いで高く，必要量が満たされている（第１図～第

３図）。タンパク質供給量も比較的大きいが，そのうち動物性食料の比率は低い（第４図，

第１表）。PFC バランスにおいては東部アフリカと同様に糖質（炭水化物）への依存度が高

い状況にある。栄養不良比率などは比較的低いが，5 歳未満児の発育阻害や女性の貧血は深

刻である（第６図～第８図）。イモ類やトウモロコシの生産量が多い一方，キャッサバやコ

メの供給量が多く，他地域に比べてもコメ・小麦の輸入量が多い（第２表～第４表）。この

ように西部アフリカでは食料供給熱量は十分であるが，動物性食料の熱量やタンパク質供

給量に占める割合が低く，動物性食料に由来する食の多様化があまり進展していないこと

や，栄養バランスの偏りが問題であるとみられる。また大量のコメや小麦の輸入が行われて

いることで，国内の食料の供給システムが，穀物の国際価格などの影響を受けやすいと考え

られる。 
 
４．ケニアの食料消費の問題点と農業・農村分野における対応策 
 

（１）食料消費・農業生産の概要 

 本節では，東部アフリカに位置するケニアの例を取り上げる。前節までに明らかにしたよ

うに，東部アフリカの食料消費の特徴は，1 人当たり供給熱量が少なく，栄養不良比率が高
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いことや，コメや小麦の輸入量が大きいことである。 
第５表では，ケニアの食料消費や需給の特徴を表している（東部アフリカと世界平均の値

も参考に示している）。ケニアの 1 人当たり供給熱量（2,193kcal）やタンパク質供給量（58.6g）
は，東部アフリカの値・世界平均を下回っていることから，ケニアでは特に食料供給熱量や

タンパク質が不足していると考えられる。ただし食料供給熱量やタンパク質供給量に占め

る動物性食料の割合（10%，22%）は，東部アフリカの平均値を上回っており，動物性食料

の摂取は比較的進んでいる。栄養状況に関する指標では，栄養不良比率（26.9%）が東部ア

フリカの平均値と近い値で，世界平均を大きく上回る。以上のようにケニアでは，食料供給

量の不足や栄養バランスの悪さなどに由来すると考えられる栄養不良が問題である。ケニ

アの 5 歳未満児の発育阻害の割合（19.4%）は東部アフリカの平均値を大きく下回り，5 歳

未満の過体重の割合（4.5%）は東部アフリカの平均値をやや上回る。また第６表における

主な食料の生産と利用の状況からは，トウモロコシ，コメ，小麦のいずれも生産量を供給量

が大きく下回っていることが分かる。キャッサバのみは，供給量と生産量が同程度となって

いる。 
 

第５表 ケニアにおける食料消費と栄養状況の概要（2020年） 

 

資料： FAOSTAT より筆者作成。 
 

第６表 ケニアにおける食料作物の需給（2020年） 

単位 1,000t 

 
資料： FAOSTAT より筆者作成。 
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以上から，ケニアの食料消費や需給の特徴は，①食料供給熱量やタンパク質など栄養の供

給が不足していること，②小麦，コメなどの食料の需給に関しては，生産量が国内供給量を

大きく下回っており，輸入への依存度が高いことが指摘できる。以下では，これらの食料に

関する問題への対応策として，関連する農業・農村分野の取組を紹介する。 
 
（２）乾燥・半乾燥地域における栄養改善 

ここで，ケニアの食料供給熱量の不足や栄養不良比率の高さと関連し，乾燥・半乾燥地域

などにおける栄養改善の取組を紹介する。栄養問題は，栄養不良，微量栄養素の欠乏，過体

重など多岐にわたる。農村部の栄養改善の取組においては，農家による多様な農産物の生産

や，多様な食品の摂取などにより，バランスの良い食事を摂ることが重要視されるようにな

っている（Arimond and Ruel, 2004；伊藤，2022）。 
ケニアの栄養問題は，地域による差異が大きい。例えば気候変動の影響を受けやすい乾

燥・半乾燥地域では，栄養不良が特に深刻である。過体重の比率は都市で高く，農村では低

い。微量栄養素の不足は全国的な問題であるが，子どもや女性において深刻である。ケニア

政府の栄養改善への取組は，「ビジョン2030」という長期的な開発計画においてとりあげ

られ，2022 年までに全てのケニア人にフードセキュリティと栄養を保証することが掲げら

れている。政府は2012 年に「国家栄養行動計画」（Kenya National Nutrition Action Plan : 
KNAP）を策定し，2018年から2022年の計画では，マルチセクターアプローチを採用し，

栄養失調の社会的決定要因に対して持続的に取り組むために部門横断的な協力を促進して

いる (JICA，2021；Ministry of Health, Kenya, 2018)。 
また国際的な取組として， Initiative for Food and Nutrition Security in Africa（IFNA）

が実施されている。IFNA は，アフリカ各国と支援機関が連携を深め，2025 年までに栄養

改善に取り組むイニシアティブであり，アフリカ各国と支援機関が連携して栄養改善に向

けた目標の達成を支援する。ケニアの中でも特に，乾燥・半乾燥地域にあるトゥルカナ郡，

キトゥイ郡における栄養不良は深刻である。こうした地域では農業だけでなく牧畜なども

重要な食料生産方法となっているが，全般的に食料が足りず，食料アクセスが不安定である。

トゥルカナ郡では，干ばつ，洪水，紛争によって，農業・牧畜生産や食料供給が激減するな

どのショックを受けやすいことが，栄養不良の主な要因である。他方でキトゥイ郡では，不

適切な栄養摂取や疾病が繰り返されることで慢性的な栄養不良が深刻化している。栄養改

善の事業には，保健・栄養・衛生，農業，教育，水確保などのマルチセクターの関係者が連

携して取り組んでいる。例えば，医療システム強化，健康に関する知識の普及，各家庭が食

料を確保できるようになるための灌漑農業や畜産など農業部門での生産安定化，女性や子

どもなどに対象を絞った栄養改善プログラムの実施，貯蓄や貸付制度など女性を対象とし

た栄養に配慮した社会的保護，経済的状況を改善するためのプログラムなどが実施されて

きた。農村の栄養改善に関する取組は，食料生産（農業や牧畜），栄養プログラム，水など

の衛生の改善，医療部門の開発など，多岐にわたるため，マルチセクターの関係者の間の調

整が必要である（JICA，2022）。 
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 （３）稲作開発 

ケニアでは，他のアフリカ諸国と同様に，都市部を中心にコメの消費量が増加している。

それに伴って生産量も増加してきた。第７表にあるように，2020年においてケニアの主要

な食料生産においてコメは第7位（生産量は約18万t）であり，1990年の9位（生産量は約4
万t）に比べ，大きく増加した(10)。ただし輸入量も増えており，第６表のように2020年にお

ける国内供給量117万tのうち，国内生産量18万tに比べて，輸入量が94万tであり，供給量の

多くを輸入に頼っているのが現状である。コメの輸入は，パキスタン，タイなど主にアジア

諸国から行われている。ケニアでは，トウモロコシやイモ類といった，コメ以外で，ある程

度自給が達成できる主食が消費されているため，現状ではコメは補完的な位置づけである。

ただし，今後も消費の拡大が見込まれる中で，コメ増産の取組を推進する必要が指摘されて

いる。ケニア政府は，2030年までのさらなるコメの自給率の向上を目指している。 
ケニアでは1950年代から70年代にかけて植民地政府や独立後のケニア政府により灌漑が

整備され，政府主導で稲作が広がってきた（Mati et al., 2011）。国内最大のムエア灌漑事業

区（Mwea Irrigation Scheme）において，国内に流通する国産米の多くが生産されている。

稲作分野の協力事業として，インフラ整備（施設の調査，ローンなど），能力開発（灌漑公

社組織の整備など），政策アドバイザーの派遣（灌漑，品種改良，機械化など）が行われて

きた。例えばJICAでは，ムエア灌漑事業区において市場志向的な農業の普及による農家の

所得の増加のための支援を実施してきた（JICA，2015）。また，灌漑の拡大，水不足の解消

などのため，円借款事業としてダム建設，灌漑設備，組織の整備などが行われた。これまで，

ムエア灌漑事業区における稲作開発が相当程度進展した。今後は，ダムなどを利用した効率

的水管理や二期作などが推進されることが期待される（2022年12月のケニアナイロビJICA
事務局における聞き取り調査）。 

第７表 ケニアにおける食料作物の生産量 
                                 単位 1,000t  

 
資料：FAOSTAT より筆者作成。 
注．穀物とイモ類のうち生産量の多い作物の上位 5 位を示した（藤本・石川，2016 などを参照）。 
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さらに，ムエア灌漑事業区以外の地域における稲作開発として，西部地域における灌漑地

区の開発が進展している。西部地域には，ビクトリア湖の周辺などに，ムエア灌漑事業区よ

りも小規模な灌漑地区が存在する。ムエア灌漑事業区に比べて水が豊富であるものの，洪水

や冠水の被害が多かった。2010 年～2011 年に行われたビクトリア湖周辺の稲作農家調査に

よれば，多くの農家が一期作を行い，IR 品種が多く栽培されていたが，自家採種した種子

の利用もあった。農家による単収の差異が大きく，灌漑設備の維持管理を含めた水利環境が

整っていないこと，種子や肥料の購入に必要な資金が不足しており資金調達の基盤が不安

定であることが指摘される（山根ら，2019）。 
今後，ケニア都市部において需要が増加しているコメの国内での供給を増やすには，稲作

の中心地であるムエア灌漑事業区での安定的な増産に加え，西部の稲作経営の現状を踏ま

えて，適切な取組を行っていく必要がある。ただし，山根（2019）が指摘するように，外部

からの農業技術支援や組織再編の介入など営農改善策が，地域の伝統的な人々のつながり

や生業など地域社会全体に影響を与える可能性もある。アフリカにおける稲作支援は，コメ

の主な消費者である都市住民を最終的なひ益者とするものであることが多いことを考慮し，

支援によって引き起こされる農村社会の変化のために疎外されたり損害を被ったりする人

が極力出ないような，きめ細かい支援内容の考察と実行，地域社会の変化に合わせた対応が

必要であると考えられる。 
 
５．おわりに 

 

本稿では近年のアフリカにおける食料消費の現状と課題を明らかにした。本稿での地域

別の食料消費や栄養状況の検討を踏まえ，各地域における食料消費の特徴は以下のように

まとめられる。 

東部アフリカは，食料供給熱量が不十分であり，栄養不良比率が高く，栄養不足と関連す

る疾病（発育阻害など）が深刻である。PFC バランスは糖質に大きく偏っており，タンパク

質や脂肪の比率が比較的少ない。東部アフリカで多く供給されている食料であるトウモロ

コシやキャッサバについては，地域内での自給ができている。しかし都市部で消費が伸びて

いるコメ，小麦の生産量は供給量を下回る。東部アフリカのコメ，小麦の輸入量は，西部ア

フリカのそれらに次いで，アフリカの 4 地域の中で 2 番目に多い。東部アフリカに位置す

るケニアでは，食料や栄養の供給不足や栄養不良に関する疾病が，特に乾燥・半乾燥地域で

深刻である。栄養改善に向け，農業・牧畜の開発，水など衛生状況の改善，女性や子どもの

支援，医療の改善など，マルチセクターが連携した取組が行われている。また，コメに関し

ては，国内での灌漑設備の改善・拡大による増産により，輸入を削減し，食料の安定的な確

保を図る稲作開発の取組も，我が国の協力などを通じて進展している。 

中部アフリカは，経済発展に伴う食の欧米化，多様化などの変化が最も遅い地域であり，

動物性食料の摂取が他のアフリカ地域よりも進んでいない。PFC バランスにおいては最も

糖質への偏りが大きく，タンパク質や脂肪の比率は低い。こういった栄養の不足や偏りが，
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栄養不良比率，発育阻害，女性の貧血などが深刻である一つの要因となっていると考えられ

る。したがって，食料供給量の必要量の確保や，動物性食料摂取などによるタンパク質の摂

取，バランスの良い食事の摂取が課題である。他方で食料の自給の観点からは，キャッサバ

などのイモ類を主食としており，コメや小麦への依存度は低く，それほど輸入に頼っていな

い。したがって，基本的に地域内で食料が確保されており，自給が困難になっているという

状況ではないとみられる。 
南部アフリカは，最も経済発展，都市化が進展しており，食の欧米化も進展している。1

人当たり食料供給熱量，タンパク質供給量，熱量やタンパク質量に占める動物性食料比率が

最も高い。PFC バランスにおいては糖質の割合が低く，タンパク質や脂質の割合が高いた

め，他のアフリカ地域よりもバランスがとれているとみられる。ただし，過体重や肥満など

の栄養過多に関連する疾病が深刻である。 
西部アフリカは，食料供給熱量は不足していないものの，東部アフリカや中部アフリカと

同様に，PFC バランスにおいては糖質の割合が高く，タンパク質や脂質の割合は低い。ま

た，動物性食料が熱量やタンパク質供給量に占める割合は 4つの地域の中で最も低い。した

がって動物性食料の摂取に由来する食の多様化はあまり進展していないとみられる。栄養

不良比率はあまり高くないが，発育阻害や女性の貧血といった疾病が広がっていることが

問題である。食料供給においてはイモ類やコメが主流である。特にコメの消費の増加が著し

く，生産量が供給量に満たないことから，大量の輸入が行われている。コメなどの穀物輸入

量が多いため，食料自給率が低下し，穀物の国際価格の変動などによりフードセキュリティ

が影響を受けやすい状況になっている。そのため，長期的にフードセキュリティを確保する

には，地域内での生産の拡大が必要である。 

このようにアフリカの食料に関する現状や課題には，多様性があることが明らかとなっ

た。各地域における消費・生産・需給の現状や栄養状況を把握し，地域における自給や栄養

改善に貢献するような，農業・農村分野などにおける取組が必要であると考えられる。 
 
［付記］この研究の一部は，科研費 19K20537 および 22K12584 より助成を受けた。 

 

注 （1）本稿では，アフリカ大陸の国々から北部アフリカの国々を除いたサブサハラ・アフリカの国々をまとめて「ア

フリカ」と呼ぶ。 

（2）南部アフリカをはじめとするアフリカ諸国における過栄養・肥満に関しては，1980 年代頃からの広がりのスピ

ードが速く，多くの国において問題への対応策が十分にとられていないことが問題であるといわれている 

(Haggblade et al., 2016)。南アフリカでは過体重や肥満に関連する疾病を抑制するための規制，教育，公共の健

康に関する施策がとられているが，他の国では低栄養などへの対応が優先されており，食の西欧化や消費スタイ

ルの変化による過栄養・肥満の広まりの問題が将来的に顕在化する可能性があっても，それを未然に防ぐような

対応策はとられていない。 

（3）飢餓人口（十分な食料が手に入らず栄養不良になっている人びとの数）は減少傾向にあったが，

最近になって再び増加に転じた。飢餓人口は 2005 年の 8 億 550 万人から 2014 年には 5 億 7,160

万人まで減少したが，その後は増加する傾向にあり，2019 年の時点では 6 億 1,800 万人となった。
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2020 年は新型コロナウイルスの世界的な流行の影響により，飢餓人口は 7 億 2,170 万人に達し

た。栄養の状況が悪化している中で，国際機関は，より健康的な食事の摂取などを推進している

(FAO et al., 2020; 2021; FAO, 2022)。  

（4）本稿では，FAO (2006)に基づき，「フードセキュリティ」（Food security）を以下のような意味で用いる。すな

わち Food Availability（十分な量の存在）, Food Access（手にすることができること），Utilization（食べるこ

とができること），Stability（いつでも手にすることができること）という 4 つの要素が十分に満たされている

ことである。国際的なフードセキュリティに関する議論において，以前は供給側に焦点が当てられたが，その後

は需要側へと視点が転換し，嗜好および栄養面も対象とするようになっており，フードセキュリティの概念・定

義は多様化してきた（小泉，2019）。 

（5）アフリカにおける粗粒穀物中心の消費から非伝統的穀物の消費へのシフトの背景に関して，ケニアとブルキナ

ファソの調査からは，所得の変化のみならず，女性が家庭の外で働くようになったかどうかが重要であるとされ

ている。ケニアの都市部の非農家世帯においてパンの消費が増えたことにより小麦需要が増え，ブルキナファソ

の都市部では調理済みのコメの消費が増えたとしている (Kennedy and Reardon, 1994)。 

（6）FAOSTAT の分類に従い，アフリカの地域を 4 つに分けて捉える。すなわち「東部アフリカ」は，ブルンジ，チ

ャゴス諸島，コモロ，ジブチ，エリトリア，エチオピア，エチオピア PDR，フランス領南方地域，ケニア，マダ

ガスカル，マラウイ，モーリシャス，マヨット，モザンビーク，レユニオン，ルワンダ，セーシェル，ソマリア，

南スーダン，ウガンダ，タンザニア連合共和国，ザンビア，ジンバブエ，「中部アフリカ」は，アンゴラ，カメル

ーン，中部アフリカ共和国，チャド，コンゴ，コンゴ民主共和国，赤道ギニア，ガボン，サントメ・プリンシペ，

「南部アフリカ」はボツワナ，エスワティニ，レソト，ナミビア，南アフリカ共和国，「西部アフリカ」はベナン，

ブルキナファソ，カーボベルテ，コートジボワール，ガンビア，ガーナ，ギニア，ギニアビサウ，リベリア，マ

リ，モーリタニア，ニジェール，ナイジェリア，トリスタンダクーニャ，セネガル，シオラレオネ，トーゴとす

る。本稿は紙片の都合により各国の情報を詳述できないが，各地域には経済的に豊かな国と貧しい国が混在して

おり，各国の中でも都市と農村の状況が異なる。国の間や国内の差異に留意しつつ，地域ごとの平均値を示すこ

とにより，アフリカ全体の中の大まかな地域的特徴を把握することを本稿の分析の趣旨とする。 

（7）植民地期以降の都市化の過程で，アフリカの伝統的な共食の慣行（大勢の人が大皿を囲んで食事を共にする慣

行）が変化し，外食，屋台などで少人数・1 人で食事を摂る人が増えた。都市の食生活では，時間や手間，燃料

費が少ないコメなどの簡便な主食や，輸入の肉・魚・食用油，缶詰を使った副食が摂られることが多い。都市で

は安価な食料油が入手しやすく，肥満を問題視しない文化的背景などから，アフリカの都市住民の間では油の摂

取量が増加し，都市住民の肥満が増えたとされる。このようにアフリカにおける都市化の進展は，共食という食

事形態に変化をもたらし，調理の労力・時間・費用を軽減できる主食への依存を高め，また安価な輸入食材の消

費の増大をもたらした。都市では異なる文化的背景の人が交流し，様々な食文化が生まれた（安渓ら，2016）。 

（8）収穫時期が季節的に限定されないイモ類の生産量の推計については算出方法が統一されておらず，信頼性に問

題がある。イモ類の生産量は，穀類のように乾燥重量でなく，水分を含んだ重量を示しており，廃棄率も高い。

それゆえ特にイモ類の生産量として統計に記載された数値は取り扱いに十分注意しなければならない（藤本・石

川，2016）。生産量に加えて供給量についても留意が必要であるが，本稿では FAOSTAT に公表されているデー

タをそのまま使用した。 

（9）20 世紀以降のアフリカで，各国政府の増産政策の影響を受け，トウモロコシは，アフリカの伝統的食料作物に

代わって急速に普及した。アフリカでは，トウモロコシが主食となる過程で，野菜として粒のまま食されるので
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はなく，乾燥させたトウモロコシを挽いて粉にした「トウモロコシ粉」に加工した上で，固粥などに調理すると

いう方法で大量に消費されるようになった。また，様々な種類の作物を一つの畑に栽培する「混作」がアフリカ

の農法として一般的であるが，東南部の大農を中心に，販売のためにトウモロコシのみを大規模に作る「単作」

が広まった。このように，トウモロコシの普及はアフリカ人の伝統的な食事や農法のあり方を根本的に変えた（鶴

田，2016；伊藤，2019）。また，独立後のアフリカ農業振興政策では，大麦，シコクビエ，フォニオ，トウモロ

コシ，トウジンビエ，イネ，モロコシ（ソルガム），テフ，小麦などの穀物や，エンセーテ，キャッサバ，サツマ

イモ，タロイモ，ヤムイモなどのイモ類（根茎作物），バナナ，ナツメヤシなどが重要な食料作物と位置付けら

れ，増産が推進された（藤本・石川，2016） 
（10）アフリカのコメ消費の増加の状況を受けて，2008 年の TICAD（第 4 回アフリカ開発会議）ではアフリカのコ

メ生産の倍増のための稲作支援が決定された。日本政府を中心にアフリカ稲作振興のための共同体（Coalition 

for African Rice Development：CARD）が設立された。ケニアは CARD の第一グループに属する稲作支援の主

要対象国として，生産を増加させてきた（JICA，2018）。 
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